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2はじめに

◼ 三次②の時間前市場への売り入札について、第29回本小委員会（2022年6月24日）において、まず安定供給
に支障がないと考えられる領域（領域a）について、全ての一般送配電事業者を対象に時間前市場へ売り入札
することを目指し、実務的な検討を進めることと整理していた。

◼ また、第69回制度検討作業部会（2022年8月26日）において、入札主体については、一般送配電事業者を
主軸として検討していくと整理されたところ。

◼ これらを踏まえ、一般送配電事業者が、領域aを売り入札するにあたり、実務的課題およびその対応方法について
検討を行ったため、その内容についてご議論いただきたい。



3(参考) 需給調整市場における検討課題について

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）参考資料1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


4(参考) 領域aについて

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


5(参考)第29回本小委員会における今後の進め方について

出所）第29回需給調整市場検討小委員会（2022年6月24日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_29_haifu.html


6(参考)入札主体について

出所）第69回制度検討作業部会（2022年8月26日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/069_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/069_04_00.pdf
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9領域aの時間前市場への売り入札に対する検討の基本的な考え方について

◼ 領域aは、需給調整市場の取引単位が3時間ブロックであることに起因して、実需給断面では使用しない調整力で
ある。そのため、2025年度にブロック時間を30分に短縮すると、時間前市場に供出できなくなることから、早期実現
に向け検討を進める必要がある。

◼ 将来的に（あるべき姿として）は、領域b・cも含め、実務的課題等への対策を整理し、準備（システム構築等）を
整えたうえで時間前市場への売り入札を実施したいが、これには相応の期間を要すると考えられる。

◼ そのため、将来的にはあるべき姿を目指すことを前提に、今回は、早期実現を目的に、主に人間系（マニュアル）で
対応することを基本に検討を行った。

考慮事項

・ 処理手順の簡略化、低減

・ 処理能力（マンパワー）

【当面の対応】

対 応

・ 人間系（マニュアル）対応

考慮事項

【あるべき姿】

対 応

・ 機械系（システム）対応

・ 処理手順の簡略化、低減

・ 処理能力（マンパワー）

・ 領域aを対象 ・ 領域a,b,cを対象



10一般送配電事業者による時間前市場対応スケジュールのイメージ

◼ 一般送配電事業者が時間前市場へ売り入札するにあたり、まずは、調達した調整力から供出可能な量を算出し、
時間前市場へ売り入札を行う。また、時間前市場はザラバ市場であり、約定に伴い、発電・販売計画等を広域機
関に提出する必要があり、売れ残っている場合には札下げを行う必要もある。

◼ 更に、実需給断面において、調達した調整力が時間前市場で約定した場合には、その量を供給力として発動する
必要がある。

◼ 上記対応について、処理能力（マンパワー）も考慮の上、実務的課題およびその対応方法について検討を行った。
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12時間前市場への入札にあたり整理が必要となる項目について

◼ 前述の一般送配電事業者による時間前市場対応スケジュールを踏まえると、時間前市場への売り入札にあたっては、
以下の項目を整理すれば実現可能になると考えられる。

◼ このうち、今回は、「供出量の基本的な考え方」・「入札のタイミング」・「入札対象とするブロック」・「約定電源の発動
方法」の検討を行った。

主な検討項目

・ 入札主体について（第69回制度検討作業部会において一般送配電事業者を主軸とすることで整理済み）

・ 供出量の基本的な考え方

・ 入札のタイミング

・ 入札対象とするブロック

・ 約定電源の発動方法

・ 入札価格の考え方（関係個所と引き続き検討）

【論点①】領域aの供出量をどのように算定するか

【論点②】いつ入札し、いつまで札入れを継続するか

【論点③】入札ブロックを限定するかどうか

【論点④】調整力として確保したものを供給力としてどのように発動するか
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14【論点①】供出量の基本的な考え方について（領域a）

◼ 領域aは、3時間ブロック単位で調達していることに伴う、実際には上げ調整力として使用しない領域となる。

◼ 言い換えると2025年度から30分単位での調達に変更した場合、調達不要となる領域を領域aとすることが、将来の
調整力必要量の考え方と整合的である。そのため、調達した調整力と30分単位の必要量との差分を、領域aとして
時間前市場へ供出することとしてはどうか。

◼ また、共同調達時は実施している全エリアの30分単位の必要量を充足する必要があることを考慮して、時間前市場
への供出量を算出することとする。

◼ なお、領域bおよび領域cについては、上振れまたは下振れに関するデータ収集やリスクの分析、定量評価が必要な
領域であり、引き続き、データ収集やリスクの分析、定量評価を進め、改めて整理することとしたい。

15:00 18:00 18:00

ΔkW
三次②調達量
（3時間ブロックで調達）

約定済

15:00

ΔkW

供出量

三次②必要量
（30分単位で算出）

三次②調達量

例）ブロッ６クの場合

30分単位必要量 供出量



15（参考）三次②ブロック時間の見直しについて

出所）第25回需給調整市場検討小委員会（2021年9月17日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2021/2021_jukyuchousei_25_haifu.html


16

18:00

(参考)共同調達時の供出量の算出例（1/2）

◼ 三次②は、エリア間の誤差発生の不等時性を考慮し、その調達量の低減を図っている（共同調達）。

◼ 具体的には、下図の例では、BエリアについてはAエリアから調整力の融通が期待できるため、共同調達においては
調達量を低減することが可能となる。

30 30 30 30 30 30

25 25 25 25 25 25

15:00 18:00

15:00 18:00

ΔkW

Aエリア

Bエリア

Aエリア単独調達量 25 25 25 25 25 25

共同調達による低減量単独調達量

10 10 10 10 10 10

20 20 20 20 20 20

25 25 25 25 25 25

15:00 18:00

15:00

ΔkW

Aエリア

Bエリア

共同調達量 35 35 35 35 35 35
Bエリア単独調達量 30 30 30 30 30 30

【単独調達時】 【共同調達時】

低減分は必要時に
Aエリアから融通

共同調達量必要量(3H)



17(参考)共同調達時の供出量の算出例（2/2）

◼ 共同調達時において、領域aを時間前市場へ売り入札する際は、実施エリア全ての30分単位の必要量を確保する
必要がある。①のコマについて、Aエリアにおける30分必要量は５であるが、Bエリアでの必要時はAエリアからBエリアに
対し１０送電する必要がある。このため、Aエリアの①コマについては１０を確保したうえで、供出量を決定する。

10 10 10 10 10 10

20 20 20 20 20 20

25 25 25 25 25 25

10 10 10 10 10

10
5

15:00 18:00 15:00 18:00

15:00 18:00 15:00 18:00

ΔkW

20 20

共同調達量 35 35 35 35 35 35

15

約定済

共同調達による低減量

10

20

売り入札しない量

Aエリア

Bエリア

【共同調達時】 【供出量算出】

共同調達量必要量(3H) 必要量(30m)

Bエリア

①

必要時はAエリアから
Bエリアへ１０を融通

供出量

15
20

25 25

15:00 18:00

ΔkW

約定済

Aエリア

5

供出量

5
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19【論点②】時間前市場への入札タイミングについて

◼ 前述のとおり、領域aの供出量については、各コマ（30分）単位の必要量を事前に算出していれば、調達量が確定
する断面、言い換えると前日15時以降に算出可能となる。

◼ 供出量算出後の実務対応としては、各コマ単位で時間前市場への入札を行い、それが約定した場合には計画提出
が必要となる。これらを人間系で対応することを考えた場合、可能な限り処理を簡略化し回数を減らしたいところ。

◼ これらの点を踏まえると、時間前市場への入札については、時間前市場が開場する前日17時以降速やかに、全量
をまとめて入札することも考えられる。

◼ また、札下げのタイミングについては、時間前市場が各コマのGCまで取引が可能であること、約定後の計画等の提出
に要する時間等を考慮のうえ決定する必要がある。

◼ これらの入札や札下げのタイミングについては、時間前市場への影響も考慮して決める必要があることから、引き続き、
電力・ガス取引監視等委員会と連携して検討を進めていくこととしたい。
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21【論点③】入札対象とするブロックについて

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 全国計

①全ブロック 1.5 7.4 12.3 9.4 0.8 6.6 5.6 4.1 9.8 57.6

②5B～7B 0.8 3.8 7.1 5.1 0.4 3.9 3.4 2.6 5.7 32.8

②/① 51% 51% 57% 55% 55% 59% 61% 64% 58% 57%

（億ΔkWh）＜エリア毎の供出量の試算値※2＞

※2 実績データではなく、2022年度三次②事前評価データをもとにした試算値（調達不足は未考慮）であり、実取引における供出量とは異なる。
端数処理の関係で全国計と各エリア合計が一致しない場合がある。

◼ 入札対象とするブロックについては、本来的には全ブロックが時間前市場への入札対象になると考えられる。

◼ 一方、前述のとおり、約定後の計画等の提出や未約定時の札下げ等の処理を人間系で行うことを考えると、供出量
を考慮したうえで、可能な限り、その処理回数を減らしたいところ。

◼ この点、需給調整など安定供給のための運用に支障が生じることのないよう、可能な限り当直者による対応を回避し、
処理の大宗を日勤者で対応可能なブロック5～ブロック7（12:00～21:00）※1に限定することも考えられる。

（この場合の、領域aの供出量の試算値は、年間供出量57.6億ΔkWhの約57%となる）

◼ 他方で、処理回数については、全体業務フロー（その他の論点）が定まることで見通せるものであることから、実際の
入札対象ブロックについては、引き続き検討を進める。合わせて簡易ツール等の作成により、出来る限り早期に入札
対象ブロック数を増やす取り組みについても引き続き検討を進めることとしたい。

※1 GCの前には対応を完了する必要があるため、日勤時間帯（9:00～18:00）とズレが生じる



22(参考) 2022年度三次②事前評価データをもとにした年間供出量の試算値（領域a）

◼ ブロック5~ブロック7の供出量は、全体の約57％を占める。

ブロック１ ブロック２ ブロック３ ブロック４ ブロック５ ブロック６ ブロック７ ブロック８

※ 2022年度三次②事前評価データをもとにした試算値（調達不足は未考慮）であり、実取引における供出量とは異なる。

億ΔkWh
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24【論点④】約定電源の発動方法について

◼ 時間前市場への売り入札単価については、需給調整市場において調達した三次調整力②のΔkW価格やV1単価
を参考にすることが考えられる。言い換えると電源を特定したうえで、時間前市場に売り入札を行い、時間前市場で
約定すれば、一般送配電事業者は発電・販売計画等を作成し、実需給断面においては、その特定した電源を発動
することが基本になると考えられる。

◼ 他方で現在は、三次②を含めた調整力は、広域需給調整システム（以下、KJC）を用いて、実需給断面における
メリットオーダーリスト（以下、MOL）にもとづき、実需給の誤差に対し電源を特定せず調整量を算定し、EDCにより
発動している。また、取引規程にて、三次②は事業者による供出電源の差替えが認められており、時間前市場での
約定時点の供出電源が実需給断面において変わることも考えられる。

◼ 上記の点も踏まえ、実務的な対応としては、電源を特定するかどうかの2案が考えられる中、約定電源の発動をどの
ように行うかについて検討を行った。

電源特定 詳細

案1 特定する
電源を特定のうえ入札し、実需給断面では約定電源に紐づけたうえで発動
（調整力とは切り分け、運用者により発動）

案2 特定しない
電源を特定せずに入札し、実需給断面でも約定電源と紐づけずに発動
（調整力と合わせて発動）

※案1、案2とも発電・販売計画等の取り扱いについては別途検討が必要



25（参考）電源差替えイメージ

【電源差替え無しの場合】

8円 9円 10円 11円 12円

時間前売り約定
（電源特定）

単価

A B C D E

8円 9円 10円 11円 12円

単価

A B C D E

8円 9円 10円 11円 12円

発動する電源が無い
単価

A B C D E

約定電源を発動

8円 9円 10円 11円 12円

時間前売り約定
（電源特定）単価

A B C D E

：三次②供出電源 ：電源Ⅱ余力等

事業者が
電源Aと電源D
を差替え

【電源差替え有りの場合】

（時間前市場入札時） （実需給断面）

（時間前市場入札時） （実需給断面）

：供給力



26（参考）電源差替えについて

◼ 電源差替えについては提供開始時刻の1時間前まで認められている。

出所）取引規程（需給調整市場）（2022年4月1日）をもとに作成
https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/kitei1_220401_r2.pdf

https://www.tdgc.jp/jukyuchoseishijo/outline/docs/kitei1_220401_r2.pdf


27（参考）需給調整市場で調達された調整力の発動方法

出所）需給調整市場で調達された調整力 の運用について（2020年11月30日）第2版をもとに作成
https://www.tdgc.jp/asset/download/jukyuchoseishijo/outline/outline_05.pdf

https://www.tdgc.jp/asset/download/jukyuchoseishijo/outline/outline_05.pdf


28【論点④】約定電源の発動方法について（案1）

◼ 案1は、電源を特定のうえ時間前市場へ入札し、実需給断面において供給力と調整力を切り分けて発動する方法
となる。具体的には、時間前市場での約定分については、運用者によって供給力として発動することとなり、調整力に
ついては、調整力のMOLから約定量を除いた上で発動することとなる。

◼ この場合、事業者による電源差替え時は、差替え先の特定が必要になってくるものの、供給力と調整力を切り分けて
発動するため、双方が混在することがなく、より精緻なインバランス料金の算定が可能となる。

◼ 他方で、このオペレーションを人間系で実施する場合、電源を特定する処理、事業者による電源差替え時の差替え
先の特定、ならびに調整力MOLから約定量の除外処理等が必要となる。このため、人間系での対応可否について
一般送配電事業者とともに更に検討を進める。

8円 9円 10円 11円 12円

調整力MOL

（入札時）

9円 11円 12円

（実需給断面）

時間前売り約定
（電源特定）単価

時間前約定により
不足インバランスが減少

供給力分をMOLから除外し
調整力分を発動

供給力分は運用者指令により発動
※電源差替え時は別の電源と紐づけ発動

：三次②供出電源 ：電源Ⅱ余力等

インバランス量
（KJC）

不足インバラ

インバランス量
（KJC）

約定により減少

10円



29【論点④】約定電源の発動方法について（案2）

◼ 案2は、電源を特定せずに時間前市場へ入札し、約定後は調整力と供給力を分けずに発動する方法となる。

◼ このため、事業者による電源差替えがあったとしても、その電源の特定が不要であり、また、案1のような調整力MOL
からの約定量の除外処理も不要となり、オペレーションが簡略化されることから、人間系での対応が案1と比較し容易
となる。

◼ 他方、調整力と供給力が混在した状態で発動するため、これによるインバランス料金への影響※について電力・ガス
取引監視等委員会と更なる検討を進める。

◼ また、入札時に電源を特定しない場合（案2）の入札価格の決定方法についても、電力・ガス取引監視等委員会
とともに検討を行っていく。

（入札時） （実需給断面）

8円 9円 10円 11円 12円

調整力と供給力を
合わせて発動

調整力MOLは変更しない

インバランス量
（KJC）

供給力分を不足インバランス
と認識させる
（調整力と供給力が混在）

8円 9円 10円 11円 12円

調整力MOL

単価

時間前約定で
不足インバランスが減少

：三次②ΔkW電源 ：電源Ⅱ余力等

インバランス量
（KJC）

不足インバラ

電源特定せずに入札・約定

※BGが経済合理性に基づいた応札行動をとった場合は影響が無くなることも考えられるため、詳細については要検討



30（参考）案2におけるインバランス料金への影響イメージ（1/2）

◼ 下図のような、三次②に比べ電源Ⅱ余力が安価な場合に、インバランス料金への影響があるケースが考えられ、この
場合、調整力のマージナル価格は案1が9円、案2が10円となる。

◼ 他方で、実際にこの様な状況となった場合には、TSOが売った電源より単価の安い電源Ⅱ余力をBGが時間前市場
で売電する（BGが経済合理性に基づいた応札行動をとる）ことも想定される（次頁）。

8円 9円 10円 11円 12円

調整力MOL

9円 11円 12円

TSO時間前売り約定
単価

時間前約定で
不足インバランスが減少

調整力として発動

供給力として発動

：三次②ΔkW電源：電源Ⅱ余力等

8円

インバランス量
（KJC）

不足インバラ

インバランス量
（KJC）

【案1(調整力と供給力を切り分け)】

【案2(調整力と供給力が混在)】

8円 9円 10円 11円 12円

調整力と供給力を
合わせて発動

インバランス量
（KJC）

調整力と供給力が混在

調整力と供給力
を切り分け



31（参考）案2におけるインバランス料金への影響イメージ（2/2）

◼ BGが単価の安い電源Ⅱ余力を時間前市場で売電した（BGが経済合理性に基づいた応札行動をとった）場合は
下図の通りとなり、この場合、調整力のマージナル価格は案1、案2とも12円となり、影響が無くなることも考えられる。

8円 9円 10円 11円 12円

調整力MOL

9円 11円 12円

TSO時間前売り約定

単価

時間前約定で
不足インバランスが減少

調整力として発動

供給力として発動

：三次②ΔkW電源：電源Ⅱ余力等

8円

インバランス量
（KJC）

不足インバラ

インバランス量
（KJC）

【案1(調整力と供給力を切り分け)】

【案2(調整力と供給力が混在)】

8円 9円 10円 11円 12円

調整力と供給力を
合わせて発動

インバランス量
（KJC）

調整力と供給力が混在

調整力と供給力
を切り分け

BG時間前売り約定



32【論点④】約定電源の発動方法について（案1・2まとめ）

◼ 案1・2のメリット・デメリットをまとめると下表のとおりとなる。

◼ 入札価格の透明性やインバランス料金への影響を考慮すると、案1が望ましいとも考えられる。一方、案2においては、
オペレーションが簡略化されることから、人間系での対応が可能と考えられ、早期に実現が可能となる。

◼ 他方、案2は調整力と供給力が混在した状態で発動するため、これによるインバランス料金への影響について電力・
ガス取引監視等委員会と更なる検討を進めた上で、約定電源の発動方法について決めることとしたい。

案1 案2

システム構築 必要
不要

（簡易ツールや人間系で可能）

メリット
・調整力と供給力が混在せず、より精緻なインバ
ランス料金の算定が可能

・オペレーションが簡略化されるため、人間系での
対応が比較的容易

デメリット
・オペレーションが複雑となり、人間系での対応の
可否について要検討

・調整力と供給力が混在するため、インバランス
料金への影響について要検討
（BGが経済合理性に基づいた応札行動をとった場合は
影響が無くなることも考えられる）
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34対応スケジュールについて

◼ 今回の検討結果を踏まえ、業務フローや簡易ツール等の環境整備など、可能なところは、2023年度早期の開始を
念頭に準備を進めることとし、残る論点（検討項目）についても資源エネルギー庁や電力・ガス取引監視等委員会
と連携、整理を行ったうえで、改めて領域aの時間前市場供出の開始時期についてお示しすることとしたい。

◼ また、領域b・cの早期実現や、あるべき姿（システム化等）の実現に向けても、引き続き検討を進めていきたい。

年度 2022 2023 2024 2025 2026以降

領域a

領域
b、c

システム
改修

課題整理、業務
フローや簡易ツール等
の環境整備

三次②時間前売入札 三次②30分化開始

※2023年度早期の開始を念頭に準備
※簡易ツール等を使用した人間系での対応

仕様検討 システム改修

リスク分析、供出量検討

※人間系での対応を含め早期開始についても引き続き検討を行う

三次②時間前入札
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36まとめ

◼ 将来的にはあるべき姿を目指すことを前提に、当面の対応として、主に人間系（マニュアル）で対応することを基本
に下記のとおり対応することとしてはどうか。

＜供出量の基本的な考え方＞

✓領域aについては調達した調整力と30分単位の必要量との差分を、領域aとして時間前市場へ供出する。

✓領域bおよび領域cについては、引き続きデータ収集やリスクの分析、定量評価を進め、改めて整理する。

＜入札タイミング＞

✓時間前市場への入札については、時間前市場が開場する前日17時以降速やかに、全量をまとめて入札することも
考えられる。また、札下げのタイミングについては、約定後の計画提出に要する時間等を考慮のうえ決定する必要が
ある。これらの点については、引き続き、電力・ガス取引監視等委員会と連携して検討を進めていく。

＜入札対象とするブロック＞

✓日勤者で対応可能なブロックに限定することも考えられるが、全体業務フローが定まることで見通せるものであること
から、入札対象ブロックについては、引き続き検討を進める。合わせて簡易ツール等の作成により、出来る限り早期
に入札対象ブロック数を増やす取り組みについても引き続き検討を進める。

＜約定電源の発動方法＞

✓人間系での対応の可否やインバランス料金への影響を考慮のうえ決定する必要があることから、引き続き、
電力・ガス取引監視等委員会と連携して検討を進める。

＜対応スケジュール＞

✓2023年度早期の開始を念頭に準備を進めることとし、残る論点についても資源エネルギー庁や電力・ガス取引
監視等委員会と連携、整理を行ったうえで、改めて領域aの時間前市場供出の開始時期についてお示しする。


